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1.はじめに 

マルチエージェントシミュレーションは、比較的単純な内部状態や行

動ルールで振る舞う多数の要素が、その相互作用により創発される大域

的に複雑な現象を解析するためにしばしば用いられる手法である.その応

用範囲は多岐にわたり, 自然, 社会, 人文科学のさまざまな分野に及ぶ. 

本稿では, 過去の情報処理学会 全国大会に投稿されたマルチエージェ

ントシミュレーションに関する論文を調査し, その研究内容や適用範囲

について分類し考察することで, 近年の動向を把握することを目的とす

る. 筆者はマルチエージェントシミュレーションに興味があり, 将来的

に自身でテーマを立案して研究を進めていきたいと考えている. 

 

2.調査ならびに考察 
 本稿では,情報処理学会全国大会第 75～84 回に投稿された論文の中で, 

キーワードに「マルチエージェント」or「multi」or 「agent」or

「multi-agent」を含む計 65 稿を調査対象とした([1]～[65]). 図 1 は,

前半(第 75～79 回)と後半(第 80～84 回)に分けて分野別の投稿数をカウ

ントしたものである.なお, 1 稿で複数分野に跨る論文もあるため, 投稿

数の合計は調査対象の 65 稿より多くなっている. これによると, 基礎理

論に関する投稿が最も多くおよそ 3 分の 1 を占める. この分野に関して

は後述する. 続いて交通の分野が盛んに投稿されている. 交通について

は, 大都市／地方でそれぞれ個別に様々な課題を抱えており, 個々の車

両の振る舞いの相互作用により, 渋滞等の大局的な問題が発生している

という点で, マルチエージェントシミュレーションと非常に相性がよく, 

また課題に対する解決策の実行に多額の費用がかかる点や, 環境の問題

が懸念されるため, 事前検証が重要になってくる. このため盛んに研究

が行われた結果, 投稿数が多いものと思われる. 続いて災害, IoT 分野が

続く. 災害については最善の避難方法の検討に関するものがほとんどで

ある. 憂慮すべきは, 投稿が前半に偏っている点である. 東日本大震災

の影響が多分に考えられるが, 本来一過性であってはならないテーマで

あるだけに僭越ながら個人的に気になるところである. IoT については, 

様々な IoT デバイス間の協調動作により人間の生活をより豊かにするサ

ービスの提供に力点が置かれた投稿が多い. 両者とも交通分野同様, 世

間のニーズが高く かつ多数のエージェントの相互作用が織り成す問題が

論点であり, マルチエージェントシミュレーションとの相性がよいこと

が投稿数の多さにつながっていると考えられる. 

次に, 投稿数が最も多かった基礎理論について, 何に焦点を当ててい

るかを分類した. 図 2 にそれを示す. 最も多かったのは経路探索問題に

関するものであった. 先の交通分野にも使われ, 応用範囲が広いことが

起因していると考えられる. 続いて言語獲得, 追跡問題に関するものが

挙げられる. 追跡問題も警備ロボット等に使われ, 経路探索問題同様 応

用範囲の広さが投稿数の多さにつながっていると考えられる. そして言

語獲得については, 投稿が後半に集中しており, 先進的な研究内容であ

ることが伺える. 今日実用化が進んでいるのは機能限定型のいわゆる

「弱い AI」である. 一方で映画, アニメ等でしばしば登場するなんでも

できる筐体, すなわち人間が持つ能力をほぼ網羅した「強い AI」につい

ても研究が進められている. この「強い AI」の実現に言語獲得は密接に

関わっており, 先進的な研究であるが故に投稿数が増えていると思われ

る. 

最後に筆者が興味を抱いた論文をいくつか挙げさせて頂く. 図 2 で

「社会性行動」という名で分類している 2 つの論文である. 1 つはあるゲ

ームにおいて, 他のプレイヤーを過度に攻撃しないような協調的動作を

実現するというもの[28]. もう 1 つは, 近くのゴールを他エージェント

に譲り, 自身は遠くのゴールへ向かう社会性行動の獲得というものであ

る[20].  
 

 

 

 
 

 
無機質な最適解ではなく, 人間が模索するような最適解をエージェント

に持たせようという試みに, 安心感を抱くとともに, 高度な取り組みで

あると感じた. 

 

3.終わりに 
近年のマルチエージェントシミュレーション研究の動向を, 情報処理

学会全国大会の直近 10 年分の論文をもとに調査した. 応用研究としては

交通, 災害分野に関するものが最も多く, ニーズの高い研究分野である

ことが確認できた. また基礎研究が全体の 3 分の 1 を占め, 今なお発展

途上中である分野であることが伺えた. その中で応用範囲が広いと思わ

れる経路探索, 追跡問題, またエージェントの言語獲得という先端技術

が注目されていることが伺えた. 今回情報処理学会全国大会の投稿論文, 

というかなり限定された範囲での調査であること, ならびに筆者が初学

者であり, 分析に不十分な点があることも否めない. この点は今後の課

題である. 課題を解決しつつ, この分野で何らかの研究に着手していき

たいと考えている. 

 

 
図 1. 年次別, 分野別投稿数 
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図 2. 年次別, 分野別投稿数（基礎理論） 
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